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第２図　細粒砂層中の
ハロー　水平断面

第３図　Psilonichnus 
isp. 鉛直断面

第５図　Thalassinoides isp.2　
水平断面

第４図
Thalassinoides isp.1  

鉛直断面
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１．生痕化石包含層
　生痕化石の観察は主に第１図に示した土層断面で
行った。生痕化石を包含する地層は、厚さ約40㎝の灰
褐色砂質泥層、およびその下位の厚さ約20㎝の明褐灰
色泥質細粒砂層、厚さ約15㎝以上の灰色細粒砂層であ
る。生痕化石包含層は、植物片や泥の偽礫をふくむ明
褐灰色〜灰色細粒砂層に覆われている。

２．生痕化石
　生痕化石はいずれも円筒状で、無構造の明褐灰色〜
灰色細粒砂、一部には灰色泥で充たされている。巣穴
の上半部が砂、下半部が泥で充たされたものもある。
　灰褐色砂質泥層中では、裏打ちやハローなどの構造

はじめに
　堆積物の中や表面で生活していた古生物の生活の痕
跡が、地層中に保存されたものを生痕化石という。生
痕化石は形態分類によって命名され、現生生物がつく
る生痕との比較などにより、地層が堆積した当時の環
境を知る手がかりになっている。
　市川市雷下遺跡において生痕化石を観察する機会を
得た。その結果、３種の生痕化石を認め、潮間帯の生
痕化石群集と推定したので報告する。
　今回の調査にあたり、公益財団法人千葉県教育振興
財団文化財センター市川作業所の沖松信隆氏、埼玉県
さいたま市岩槻区在住の清水康守氏にご高配いただい
た。感謝の意を表する。

小　幡　喜　一（埼玉県立熊谷高等学校）

市川市雷下遺跡にみられた生痕化石

第１図　生痕化石を観察した土層断面
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はない。一方、明褐灰色泥質細粒砂層中・灰色細粒砂
層中では、円筒状生痕化石の周囲に、砂粒子の隙間を
泥が埋めているハローが認められる（第２図）。
　これらは、泥質堆積物中では基層により保持され、
砂質堆積物中では動物が泥を注入したハローにより保
持された、中空の巣穴であったと考えられる。その後、
上部を浸食され、流れ込んだ砂泥で充填され、保存さ
れた居住痕で、次の生痕種に同定される。
Psilonichnus isp.（第３図）　直径約３㎝の円筒状生
痕。主に鉛直方向〜斜め方向にのびる。緩く曲がり、
分岐することもある。最も深く掘りこんでいる。
Thalassinoides isp.1（第４図）　直径１〜 1.5㎝の円
筒状生痕。水平面に対し斜めの方向にのびる。直線的
に伸び、T字型に分岐する。分岐部は直径約３㎝の球
形をなす。掘りこみは浅く、数が少ない。
Thalassinoides isp.2（第５図）　直径３〜４㎝の円筒
状生痕。主に水平面に対し斜めの方向にのびる。緩く
曲がり、Y字型に分岐を繰り返す。

３．現生生物の巣穴との比較および古環境の推定
　各生痕化石を現生生物の巣穴と比較すると（第６

図）、Psilonichnus isp. はアナジャコ科Upogebiidae、
Thalassinoides  isp.1 はスナモグリ科Callinassidae、
Thalassinoides  isp.2 は ハ サ ミ シ ャ コ エ ビ 科
Laomediidaeのものに類似する。
　これらの生物は、潮間帯の中潮亜帯〜低潮亜帯に巣
穴をつくり生息していることから、市川市雷下遺跡の
生痕化石群集は潮間帯で形成された可能性が高い。
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第６図　干潟の動物の分布と巣穴の例


